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人口と 面積( 元 年. 5. 1)
世 帯　239, 927
人 口　641, 982 人
男　326, 081 人
女　315, 901 人

面 積　53. 25k ㎡
人口　密度12, 056 人/ k ㎡

<毎月5日、15日、25日発行>

昭
和
6
3
年
度
下
半
期

財

政

状

況

公
表
し
ま
す

区
の
家
計
簿

区
の
財
政
の
実
態
を
区
民
の
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に

、財
政
状
況
の
公
表
を
毎
年
2
回
(
6

月
、1
2月
)
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
昭
和
6
3年
度
下

半
期
の
執
行
状
況
碍
に
つ
い
て
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
(
財
政
状
況
の
公
表
に
お
け
る
図
表
は
、
平

成
元
年
3
月
3
1日
現
在
の
も
の
で
す
)
。

昭和63年度一般会計予算現額と構成比

歳 入
1, 614 億 円
( 100. 0%)

歳 出
1, 614億円
( 100. 0%)

昭和63年度各会計予算執行状況

特別区債の現在高 区 有財 産 の 現況( 平成元年3 月末)

区民負担の概要

特 別 区 民 税　326 億8, 568 万円

1 人 あたり 負担 額　51 千円

1 世帯 あ たり負 担額　141 千円

特別区競 馬 組合 配分 金

63年度は2億884万円の配分金が
あり、義務教育施設建設経費の
一部に役立てています。

一 時借入 金
昭和63年度下半期も、一時借入
金はありません。

6
3年
度
下
半
期
に
実
施
し
た
主
な
事
業

▽
ロ
ケ
ッ
ト
型
の
新
型
消
火
器
格

納
箱
の
設
置

▽
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置

▽
小
・
中
学
校
の
A
V
(

校
内
放

送
・
放
映
機
器
)
設
置
・・・
小
学

校
5
校
、
中
学
校
2
9校

▽
図
S
館
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館

を
除
く
全
1
4館
)

▽
補
助
S
号
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
建
設

(
歩
道
郡
分
が
3
月
開
通
)

▽
北
千
住
駅
西
口
畦
車
場
建
設

▽
大
谷
田
谷
中
住
区
セ
ン
タ
ー
、

東
峻
瀬
住
区
セ
ン
タ
ー
建
般

▽
東
硬
瀬
中
学
校
体
育
館
建
般

大谷田谷中 住区セン ター

都立武道館と景観を調和させた
東綾瀬中・体育館

区役所は

第
2
・
第
4
土
曜
日
は
休
み
で
す

6
月
は
1
0
日
・
2
4日

た
だ
し
、文
化
・ス
ポ
ー
ツ
施
設

等
は
、今
ま
て
ど
お
り
開
き
ま
す

予
算
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
ゼ
ミ

区
民
税
負
担
額
と
区
支
出
額

平
成
元
年
度
の
一
般
会
計
歳
入

予
算
額
は
1
千
蹐
億
円
で
、
1
日

あ
た
り
4

億
円
を
超
え
て
い
ま

す
。こ

の
う
ち
、
区
が
自
ら
調
達
し

得
る
財
源
、
い
わ
ゆ
る
「
自
主
財

源
」
の
主
要
な
部
分
を
占
め
る
特

別
区
税
は
謝
億
円
で

、
全
体
の
2
1
%

で
す
。

特
別
区
税
は
、
特
別
区
民
税
、

鰹
自
励
車
税
、
特
別
区
た
ば
こ
税

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
が
、
区
民
の

皆
さ
ん
に
直
接
納
め
て
い
た
だ
く

特
別
区
民
税
が
特
別
区
税
の
大
半

を
占
め
、
そ
の
創
合
は
8
9
%
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。
歳
入
全
体
で
は
1
9
%

と
な
り
ま
す
。

歳
入
か
ら
自
主
財
源
を
除
い
た

部
分
は
、
都
区
財
政
朋
塵
制
度
の

特
別
区
交
付
金
、
国
麿
支
出
金
等

で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

平
成
元
年
度
に
区
が
行
う
S
務

事
業
の
う
ち
、
特
別
区
民
税
の
I

世
帯
あ
た
り
の
負
担
碩
は
1
2万
7

千
円
で
す
が
、
区
支
出
額
は
そ
の

約
5
倍
の
I
世
帯
あ
た
り
6
6万
6

千
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(
左
の
図
表
参
照
)※ 世帯数 は 平成元 年4 月1 日 現 在

<参考>平成元年度予算1世帯・1人当たり等の区支出額

※世帯数等は元年4 月1 日現在。

財政状況に
つ い て の
問い合わせは

本
庁
會
・
予
S
踝

1
1
1
1㈹へ

住
宅
に
困
っ
て
い
る

お
と
し
よ
り
の
方
へ

「
民
間
ア
パ
ー
ト
」を

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

区
で
は
、
立
ち
退
き
等
で

お
困
り
の
お
と
し
よ
り
の
方

に
、
民
間
ア
パ
ー
ト
を
あ
っ

せ
ん
す
る
事
巣
を
家
主
と
不

動
産
業
者
の
協
力
に
よ
り
始

め
ま
し
た
。

住
宅
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら

れ
る
方
は
、
区
内
に
引
き
続

き
1
年
以
上
お
住
ま
い
の
生

活
保
霞
を
受
け
て
い
な
い
方

で
、次
の
要
件
を
す
べ
て
爾

え
て
い
る
こ
と
が
必
薺
で

す
。

▽
6
5纉
以
上
の
お
と
し
よ
り

だ
け
の
世
帯
で
あ
る
こ
と

▽
健
康
で
経
済
的
に
独
立
し

て
日
常
生
活
を
営
め
る
こ

と
▽
立
ち
退
き
要
求
を
受
け
て

い
る
、
ま
た
ば
安
全
・
健

康
上
著
し
ぐ
環
境
の
思
い

住
宅
に
住
ん
で
い
る
こ
と

▽
身
元
保
証
人
が
得
ら
れ
る

こ
と

ご
希
皇
の
方
は
本
庁
舎
・

老
人
福
祉
佩
窓
口
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い

。

※
あ
っ
せ
ん
の
し
く
み
は
次

の
と
お
り
で
す
(
左
図
も
参

照
)
。

①
高
齢
者
世
帯
が
区
・
老
人

福
祉
係
に
住
宅
あ
っ
せ
ん

を
申
請
す
る

②
区
が
東
京
都
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
足
立
区
支
部
の

推
罵
に
よ
る
高
齢
者
住
宅

協
力
員
に
あ
っ
せ
ん
を
依

頼
す
る

③
高
齢
者
住
宅
協
力
員
は
家

主
と
話
し
合
い
の
う
え
、

高
齢
者
に
民
間
ア
パ
ー
ト

を
紹
介
す
る

④
高
齢
者
世
帯
と
家
主
と
の

間
で
S
貸
借
契
約
を
行
う

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

・
老
人
福
祉
係

8
8
2
1
1
1
1
㈹

高齢者住宅あっせんのしくみ
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ふ る さ と の足 立 に
豊かな自然を 環

境

週

間

6
月
5
日
～
1
1日

れ
ん
げ
、つ
つ
じ
、し
ょ
う
ぷ
、

水
辺
の
小
鳥
、
風
に
そ
よ
ぐ
若
葉

の
縁
…
…
。

今
、
ま
ぶ
し
い
自
然
の
息
づ
か

い
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
季
節
で

す

。
し
か
し
、
そ
の
自
然
が
年
々

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
快
適
で
潤
い
の
あ
る

生
活
を
営
む
う
え
で
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
の
一
つ
は
「
自
然

環
境
」
で
す
。

区
で
は
よ
り
良
い
環
境
を
つ
く

る
た
め
の
仕
組
み
や
ル
ー
ル
等
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

6
月
5
日
か
ら
環
境
週
聞
か
始

ま
り
ま
す
。

こ
の
か
け
が
え
の
な
い
自
然
を

ど
う
守
っ
て
い
っ
た
ら
よ
い
の

か
、こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

魚
の
住
め
る
川
に

区
内
に
は
、
荒
川

、
隅
田
川
な

ど
8
つ
の
川
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
っ
た
表
情
や
役
割
を
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
川
の
水
は
、

飲
料
水
、
工
業
用
水
、
そ
し
て
農

業
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
川
は
小
動
物
や
鳥
た

ち
が
生
き
て
い
く
う
え
で
も
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

人
の
心
に
潤
い
と
豊
か
さ
を
も
た

ら
し
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
毛
長
川
や
垳
川
な
ど

は
、
こ
こ
数
年
少
し
ず
つ
汚
れ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
の
原
因
の
実
に
7

創
が
、
各
家
庭
の
台
所
や
風
呂

な
ど
か
ら
の
生
活
排
水
な
の
で

す
。区

で
は
、
そ
の
対
策
と
し
て
、

下
水
道
の
整
備
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
今
年
度
は
。
毛
長
川
の

水
を
直
接
浄
化
す
る
た
め
の
実
験

施
設
を
設
置
し
、
浄
化
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
家
庭
で
で
き
る
簡

単
な
浄
化
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ

▽
流
し
か
ら
野
粟
く
ず
や
食
べ
残

し
を
捨
て
な
い

▽
テ
ン
プ
ラ
油
は
阨
さ
な
い
で
、

古
新
聞
な
ど
に
吸
い
込
ま
せ
て

ご
み
と
し
て
出
す

▽
洗
濯
は
、
石
け
ん
や
無
リ
ン
洗

剤
を
正
し
く
計
つ
て
使
う

▽
浄
化
槽
は
、
年
―
回
以
上
点
検

と
掃
除
を
す
る

こ
れ
な
あ
に
!
?エ

コ
マ
ー
ク

は
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
の
中

で
、
使
っ
て
も

環
境
を
汚
す
こ
と
が
少
な
い
商

品
、
使
え
ば
環
境
も
改
善
で
き
る

商
品
、
使
つ
た
あ
と
捨
て
て
も
環

境
を
汚
し
に
く
い
商
品
、
そ
の
他

環
境
保
全
に
役
立
つ
商
品
に
付
け

ら
れ
ま
す
(
環
塊
庁
制
定
)
。

エ
コ
マ
ー
ク
商
品
は
、
4
月
か

ら
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
特
定
フ
ロ
ン
ガ
ス
を
使
用
し

な
い
ス
プ
レ
ー
製
品

▽
台
所
流

し
台
水
切
り
製
品

▽
テ
ン
プ
ラ

油
ふ
き
と
り
紙
、
ほ
か

こ
の
エ
コ
マ
ー
ク
を
付
け
た
商

品
を
使
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
環
境

は
も
っ
と
よ
く
な
り
ま
す
。

す
み
き
っ
た
青
空
を

区
で
は
、
わ
か
り
や
す
い
形
で

空
気
の
汚
れ
を
調
べ
る
方
法
と
し

て
、
昭
和
6
2年
1
月
か
ら
「
目
で

見
る
空
気
の
汚
れ
」
の
調
査
を
行

っ
て
い
ま
す

。

昔
は
、
よ
く
見
え
た
富
士
山
も

昨
年
は
、
2
2日
し
か
見
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
富
士
山
ま
で
の
距
曜
は

足
立
区
か
ら
1
0
5㌔
㍍
。
ほ
ぼ
同
じ

距
曜
に
あ
る
千
葉
県
木
更
津
市

と
、
今
年
の
1
月
の
調
査
を
比
較

し
て
み
る
と
、
富
士
山
の
見
え
た

日
数
は
、
足
立
区
で
5
日
、
木
更

津
市
6
日
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
し

た
が
、
木
更
津
市
の
方
が
よ
り
は

っ
き
り
見
え
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た

。

こ
れ
は
、
足
立
区
か
ら
は
東
京

の
汚
れ
た
空
を
通
し
て
み
る
た
め

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
空
気
の
汚
れ
の
最
大
の

原
因
は
、
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
な

の
で
、
2
1世
紀
に
向
け
、
低
公
害

車
の
普
及
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

。
ま
た
、
で
き
る

だ
け
電
車
や
バ
ス
を
利
用
し
て
自

励
車
の
交
通
量
を
少
な
く
す
る
こ

と
も

。
空
気
の
汚
れ
を
防
い
で
い

く
う
え
で
大
切
な
こ
と
で
す
。

足 立 区 か ら の 富 士 山( 今 年1 月25 日 撮 影)

考
え
よ
う

身
近
な
騒
音
を

工
場
や
事
業
所
の
騒
音
公
害
は

法
律
や
条
例
に
よ
る
規
制
の
強
化

で
静
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た

。

最
近
の
苦
嘴
で
多
い
の
は

、
ク

ー
ラ
ー
や
ピ
ア
ノ
な
ど
の
音
、
ペ

ッ
ト
の
鳴
き
声
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

「
生
活
騒
音
」
が
身
近
な
騒
音
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す

。

屋
間
は
気
に
な
ら
な
い
音
で
も

深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て

、
ま
わ

り
が
静
か
に
な
れ
ば
、
う
る
さ
く

感
じ
ら
れ
ま
す

。
ち
ょ
っ
と
し
た

心
づ
か
い
や
工
夫
に
よ
っ
て
必
要

以
上
の
音
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

一
人
ひ
と
り
が
気
を
配
り
、
他

人
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

気
に
な
る
音
の
ベ
ス
ト
テ
ン

①
ク
ー
ラ
ー
な
ど
空
調
機
の
音

②
浄
化
槽

、
給
水
ポ
ン
プ
の
音

③
洗
濯
機

、
風
呂
、
ト
イ
レ
の
音

④
テ
レ
ビ
、
ス
テ
レ
オ
、
カ
ラ
オ

ヶ
の
音

⑤
ピ
ア
ノ
な
ど
楽
器
の

音

⑥
電
話
、ブ
ザ
ー
、風
鈴
の
音

⑦
話
声
、騒
ぎ
声
、泣
き
声

⑧
ペ

ッ
ト
の
鳴
き
声

⑨
自
助
車
、
オ

ー
ト
バ
イ
の
空
ぷ
か
し
の
音

⑩

ド
ア
を
強
く
閉
め
た
時
の
音

自
然
を
見
つ
め
よ
う

区
で
は
、
自
然
に
親
し
み
、
自

然
の
大
切
さ
を
考
え
直
し

、「
我
が

ふ
る
さ
と
足
立
」
と
胯
れ
る
ま
ち

に
し
て
い
く
た
め
に
、
i
境
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
」
を
行
い
ま
す
。

▽
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ー
:星
を

見
つ
め
て

▽
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
…
水
辺

に
飛
ん
で
采
る
小
鳥
を
搜
し
て

▽
ス
カ
イ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
:富
士

山
や
東
京
タ
ワ
ー
を
見
て

▽
い
き
も
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・・・

花
、
ト
ン
ボ
、
カ
エ
ル
な
ど
を

搜
し
て

こ
れ
ら
、
自
然
を
見
つ
め
る
4

つ
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
穆
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

6
月
1
0日
(
土
)
環
境
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
の
説
明
会
と
環
境
に
関
す
る

講
演
会
を
行
い
ま
す
。ぜ
ひ
、
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

会
鳩

足
立
区
産
業
振
興
館
(
入

場
無
料
)

時
間

午
後
2
時
3
0分
か
ら

講
師

中
坪
禮
治
氏
(
黼
日
本
鳥

類
保
護
連
盟
専
務
理
事
)

演
題

「
自
然
環
境
を
考
え
る
」

環

境

展

区
内
の
鳥
た
ち
の
雄
姿
を
I

寔

に
集
め
、
写
真
パ
ネ
ル
と
し
て
展

示
し
ま
す
。

写
真
の
ほ
か
、荒
川
の
値
生
図
、

目
で
見
る
空
気
の
汚
れ
、
生
活
騒

音
ア
ラ
カ
ル
ト
、
地
球
的
規
模
の

環
境
問
題
な
ど
も
あ
わ
せ
て
展
示

し
ま
す
。ぜ
ひ

、ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
6

月
5
日
I
9

日
、
午
前

8
時
3
0分
I
午
後
5
時

場
所

中
央
本
町
庁
舎
1
階
ロ
ビ

ー
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
環
境
課
調

整
係
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

東
京
都
北
清
掃
工
場
建
設
事
業
の

環
境
影
響
評
価
書
(
案
)
を
縦
覧
し
ま
す

東
京
都
北
済
掃
工
場
建
設
事
業

に
関
す
る
環
境
影
一
評
価
S
(
案
)

が
、
東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例

に
基
づ
き
、6
月
5
日
(
月
)
に
公

示
さ
れ
ま
す
。

逹
昔
場
所

北
区
志
茂
1
-
2
1
　
3
6

縦
覧
期
間
6

月
6
日
～
7

月
5
　

日
(
日
露
日

。
第
2
・
第
4
土

曜
日
を
除
く
)

縦
覧
時
間

午
前
9
時
3
0分
I

午

後
4
時
3
0分
(
土
曜
日
、
午
前

9
時
3
0分
I
正
午
)

縦
覧
場
所

足
立
区

役
所
環
境

課
、
都
・
環
境
保
全
局
環
境
影

響
評
価
審
査
室
、
都
・
多
摩
環

境
保
全
事
務
所

坪
価
書
(
案
)
脱
明
会
日
時
・
場
所

▽
6
月
1
2日
(
月
)
、
午
後
6
時

3
0分
I
8

時
、
第
2
岩
淵
小
学

校
(
北
区
志
茂
―
-
3
4
-
1
7
)
　

▽
6
月
1
4日
(
水
)
午
後
7
時
I
　
8

時
3
0分
、
王
子
労
政
事
務
所

(
北
区
岸
町
1
1
6
-
1
7
)
　

▽
6
月
1
7日
(
土
)
午
後
2
時
I
　
3

時
3
0分
、
江
北
セ
ン
タ
ー
社

会
教
育
館
(
江
北
3
-
3
9
-
4
)
　

▽
6
月
3
0日
(
金
)
午
後
7
時
～

8
時
3
0分
、
西
尾
久
区
民
事
務

所
(
荒
川
区
西
尾
久
3
-
7
-
　
1
5
)

意
見
S
提
出
期
限
7

月
2
0日

意
見
S
提
出
・
問
合
せ
先

都
・

環
境
保
全
局
環
境
影
響
評
価
審

査
室
(
〒
川
千
代
田
区
有
楽
町

1
1
7
-

―
有
楽
町
電
気
ビ
ル

北
館
1
6階
　
2
1
4
7
4
1
1
)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
6
)

解
放
令
、
壬
申
戸
籍
の
制
定

が
、
必
ず
し
も
本
当
の
意
味
で

身
分
差
別
の
解
決
を
も
た
ら
さ

な
か
っ
た
こ
と
は
、
前
号
で
述

べ
た
と
お
り
で
す
。

し
か
し
、
し
ば
ら
く
後
に
、

自
ら
の
男
力
で
同
和
地
区
を
改

善
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
な
運

動
が
、
同
和
地
区
の
人
び
と
の

間
か
ら
起
こ
っ
た
こ
と
は
注
目

さ
れ
ま
す
。

明
治
政
府
は
、
薩
摩
や
長
州

な
ど
の
藩
閥
を
中
心
と
し
た
中

央
集
権
的
な
専
制
政
治
で
、
そ

の
政
策
は
、
富
S
強
兵
、
殖
産

興
業
が
中
心
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
政
府
と
結
び
つ

い
た
少
数
の
商
人
だ
け
が
利
益

を
ひ
と
り
占
め
す
る
弊
害
が
生

じ
た
の
で
す
。こ
れ
に
反
対
す

る
民
間
資
本
家
や
政
治
に
対
し

て
意
見
を
述
べ
ら
れ
な
い
地

主

、
多
数
の
中
小
麦
民
な
ど
が

政
治
の
在
り
方
に
強
く
注
目
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

。

や
が
て
、
こ
う
し
た
政
治
に

不
満
を
持
つ
人
ぴ
と
は

、「
憲
法

を
制
定
せ
よ
」
、「
国
会
を
開
設

せ
よ

」
と
い
っ
た
要
求
を
す
す

め
て
い
く
運
動
を
起
こ
し
ま
し

た

。こ
れ
が
、
自
由
民
権
運
動
で

す

。人
間
の
自
由
と
権
利
を
求
め

る

、
い
わ
ゆ
る
自
由
民
権
運
動

は
、
明
治
1
0年
頃
か
ら

、
し
だ

い
に
さ
か
ん
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。明

治
6
年
に
征
幃
諭
に
敗
れ

て
政
府
を
去
っ
た
板
垣
退
助
ら

に
よ
っ
て
運
動
が
始
め
ら
れ
不

平
士
族
ら
に
支
持
を
受
け
、
運

動
は
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で

す
。◎

同
和
問
題
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は

、
本
庁
舎
・
同
和

対
策
担
当
へ

。

く
ら
し
の

情

報

福

祉

児
童
手
当
・
特
例
給

付
・
児
童
育
成
手
当

現
況
届
の
提
出
を

児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
児

童
育
成
手
当
を
受
け
て
い
る
方

へ
、6
月
初
め
に
現
況
届
の
用

紙
を
郵
送
し
ま
し
た
。

現
況
届
は
い
平
成
元
年
度
(
平

成
元
年
6
月
～
2
年
5
月
)
の

手
当
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

届
け
で
す
。

送
付
さ
れ
た
現
況
届
に
記
載

さ
れ
て
い
る
内
容
を
確
認
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
(
切
手
不
要
)

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
各
手

当
の
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い

場
合
は
、6
月
か
ら
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で

、必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い

。

な
お
、
現
況
届
の
用
紙
が
届

い
て
い
な
い
方
は
、
児
童
助
成

佩
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
6

月
3
0日
(
金
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
児
童
助

改
係
　
8
8
2
-
1
1
1

㈹

慰

労

品

慰
労
金
の
支
給

戦
後
、ソ
連
・
モ
ン

ゴ
ル
地
域
で
強
制

抑
留
さ
れ
た
方
へ

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
峨

後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の

地
域
で
強
制
抑
留
さ
れ
、
日
本

に
帰
還
し
た
方
ま
た
は
そ
の
遺

族
に

、
慰
労
品
・
慰
労
金
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、現
在
、

そ
の
請
求
を
受
け
付
け
て
い
ま

す

。
支
給
金
品
と
該
当
す
る
方

▽
慰
労
品
(

銀
杯
お
よ
び
寤

状
)
…
抑
留
者
本
人
お
よ
び

遺
族
で
昭
和
6
3
年
8
月
1
日

現
在
日
本
国
籍
を
も
つ
方

▽
慰
労
金
1
0万
円
(
2

年
償
還

の
記
名
国
債
)
・・・
慰
労
品
該

当
者
で
、
次
に
か
か
げ
る
年

金
恩
給
等
を
受
給
し
て
い
な

い
方

①
恩
給
法
等
の
規
定
に
よ
り
給

付
さ
れ
る
普
通
恩
給
、
傷
祠

恩
給
、
扶
助
料
等
(
一
時
恩

給
、
一
時
扶
助
料
、
一
時
金

を
除
く
)

②
援
護
法
の
規
定
に
よ
り
給
付

さ
れ
る
障
害
年
金
、
遺
族
年

金
等

③
抑
留
期
間
が
算
入
さ
れ
て
い

る
共
済
組
合
法
の
規
定
に
よ

り
給
付
さ
れ
る
退
職
年
金
、

遺
族
年
金
等

脯
求
方
法

請
求
S
類
を
直
接

「
平
和
祈
念
S
業
特
別
基
金
」

あ
て
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

請
求
書
類
交
付
場
所

本
庁
舎

・
民
生
係

請
求
期
限

平
威
5
年
3
月
3
1
　

日
請
求
先

平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
・
業
務
第
二
課
(
〒
1
1
2
　

文
京
区
大
塚
5
-
3
-
1
3
)

問
合
せ
先

平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
・
業
筋
第
二
諜
(
　
9
4
5
4
7
0
3
)

ま
た
は
区
本

庁
舎
・
民
生
係
(
　
靦
1
1
　
1
1

㈹
)

年

金

ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

毎
月
第
1
水
曜
日
は
、
足
立

社
会
保
険
事
務
所
の
年
金
専
門

官
に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

日
時
6

月
7
日
(
水
)
、午
前

1
0時
～
午
後
3
時
3
0分

塙
所

中
央
本
町
庁
舎
2
階
、

国
民
年
金
課
前

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

推
進
係
　

辧
5
1
5
1

ご
存
じ
で
す
か

保
険
料
免
除
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

な
い
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す

と
、将
采
、年
金
か
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
経
済
的

事
情
な
ど
で
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
が
免

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

手
続
き
方
法

国
民
年
金
課

(中
央
本
町
庁
舎
)
ま
た
は

、

お
近
く
の
区
民
事
務
所
へ
印

か
ん
、
国
民
年
金
手
帳
を
持

参
問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

保
険
料
係
　

諞
5
1
6
1

お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

家
庭
で
で
き
る

簡
単
な
手
仕
事
を

求
め
て
い
ま
す

職
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
、内
職
者
を
求
め
て
い
る
S

某
所
か
ら
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
、
希
望
条
件
に
合
つ
た
人

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

□
事
業
主
の
方
ヘ

ー
近
、
内
職
の
求
人
(
特
に

簡
単
な
手
仕
事
)
が
少
な
く
。

内
職
を
希
望
す
る
人
に
十
分
応

じ
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。
家
庭

で
で
き
る
簡
単
な
手
仕一
な

ど
、
内
職
に
適
し
た
仕
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

□
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
働
き
た

い
方
へ

現
在
、
事
業
所
か
ら
の
求
人

申
し
込
み
が
た
く
さ
ん
き
て
い

ま
す
。
良
い
機
会
で
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
せ
先
職
笑
サ
ー
　

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
綾
瀬
ブ
ル
　

ミ
エ
内
)
　
8
3
8
3
5
8
4

区

議

会

第
2
回
定
例
会

区
議
会
第
2
回
定
例
会
が
開

会
さ
れ
ま
す

。
本
会
議
は
、
ど

な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

日
程▽

6
月
6
日
(
火
)
・・・
午
後

1
時

▽
1
4日
(
水
)
・
:午
後
1
時

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
区
議
会

事
筋
局
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

図
書
館
が
臨
時

休
館
し
ま
す

館
内
改
修
工
事
と
、
蔵
一
の

点
検
等
の
特
別
整
理
を
行
う
た

め
、
次
の
図
s
館
が
臨
時
休
館

し
ま
す
。

▽
常
東
図
s
館
…
6
月
3
0日
ま

で
▽
保
筱
・
伊
興
・
宮
城
図
s
館
　

・
・
・
6
月
9
日
～
1
8
日

▽
佐
野
図
s
館
・
・
・
6
月
1
7
日
～
　

3
0日

▽
花
畑
・
や
よ
い
・
舎
人
・
江
北

図
一
館
・・・
6
月
2
1日
～
3
0日

問
合
せ
先

中
央
図
書
館

臈
4
6
4
6

訂

正
5

月
2
5日
号

掲
載
の
「
特
別
区
職
員
募

集
」
記
事
中
、
衛
生
検
査

と
福
祉
指
導
の
職
種
欄
が

入
れ
替
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
お
わ
ぴ
と
と
も
に
訂

正
し
ま
す
。
A
広
報
課
V
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「かむ」ことと健康づくり
―よくかんで食べていますか―

6/4～10 歯 の 衛生 週 間

最
近
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
、「
か

む
」
と
い
う
話
題
が
多
く
な
り
ま

し
た
。今
「
か
む
」
こ
と
が
見
麌
さ

れ
て
き
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

戦
後
、
日
本
人
の
食
べ
物
は
そ

れ
ま
で
に
比
べ
、
全
般
的
に
や
わ

ら
か
く
な
っ
た
た
め
に
、
あ
ま
り

も
の
を
か
む
必
要
が
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た

。
こ
の
た
め
、
歯
や
顎

が
、
萎
縮
(
小
さ
く
な
る
)
し
て

い
く
と
い
う
傾
向
に
あ
り
ま
す

。

た
と
え
ば
、
保
健
所
の
歯
の
健
診

で
は
、2
本
の
歯
が
1
本
に
な
る
、

ゆ
合
歯
と
い
わ
れ
る
薗
や

、
乳
歯

が
、
―
、2
本
先
天
的
に
欠
如
し

て
い
る
場
合
も
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、3
歳
を
す
ぎ
て
も
歯
と

歯
の
間
に
す
き
関
が
で
き
ず
ピ
ッ

タ
リ
と
く
っ
つ
い
て
い
る
子
や
、

歯
の
大
き
さ
の
わ
り
に
顎
が
小
さ

く
な
っ
た
た
め
歯
が
並
び
き
れ
な

い
学
童
や
お
母
さ
ん
た
ち
が
見
う

け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
歯
並
び
が
乱
れ

て
し
ま
う
と
ヽ
黝
の
関
節
を
痛
め

た
り

、
食
べ
か
す
が
た
ま
り
や
す

く
、歯
み
が
き
が
し
に
く
い
た
め
、

歯
槽
膿
漏
や
む
し
歯
に
も
な
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

昔
か
ら
、
物
を
か
む
こ
と
は
、

脳
の
働
き
を
活
発
に
す
る
と
筥
わ

れ
て
い
ま
す

。
さ
ら
に

、
よ
く
か

む
と
、
唾
液
が
出
て

、
口
の
中
を

き
れ
い
に
し
た
り

、
消
化
吸
収
に

役
立
ち
ま
す
。
こ
の
唾
液
の
中
に

は
、
老
化
防
止
ホ
ル
モ
ン
が
含
ま

れ
て
お
り
、
若
返
り
の
秘
決
で
も

あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
「
早
く
食
べ
な

さ
い
」
と
水
分
で
流
し
込
む
よ
う

に
は
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
食
事
時

間
を
お
し
む
よ
う
に
し
て
早
く
食

べ
て
い
る
方
も
、
気
を
つ
け
た
い

も
の
で
す
。

食
事
を
、
今
よ
り
も
っ
と
ゆ
っ

く
り
か
ん
で
顎
を
鍛
え
、
楽
し
い

雰
囲
気
で
食
事
が
で
き
る
よ
う
、

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
食
べ

る
楽
し
み
を
ず
っ
と
持
続
し
た
い

も
の
で
す

。

「
か
む

」
と
い
う
、
一
見
、
健

康
と
結
び
つ
か
な
い
よ
う
な
テ
ー

マ
が
、
実
は

、
健
康
づ
く
り
に
大

き
く
役
立
っ
て
い
る
の
で
す

。

ゆ合歯
( 2 本が1 本になった歯)

夏
も
間
近

食
中
毒
に
ご
用
心
!
!

ジ
メ
ジ
メ
ーム
シ
ム
シ
の
梅
雨

時
は
、食
中
毒
薗
が
大
活
躍
。

食
中
毒
菌
の
特
徴
は
、
ど
ん
な

に
増
え
て
も
食
品
の
に
お
い
、
色

味
が
変
わ
ら
ず
、
ネ
バ
ネ
バ
し
な

い
の
で
見
た
目
で
は
分
か
り
ま
せ

ん
。特

に
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
薗
は
、
魚

貝
類
に
は
つ
き
も
の
で
、
ふ
え
方

も
ほ
か
の
薗
に
比
べ
て
速
い
の
で

要
注
意
。
た
だ
し
、
真
水
に
弱
い

の
で
、
水
道
水
で
よ
く
洗
え
ば
食

中
毒
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
食
中
毒
予
防
の
ポ

イ
ン
ト
は
、

▽
作
っ
た
も
の
は
す
ぐ
食
べ
る

食
中
毒
菌
に
、
増
や
す
時
間

を
与
え
な
い
。

▽
保
存
す
る
な
ら
冷
麦
庫
へ

賈
つ
て
き
た
食
品
、
食
べ
残

し
は
、
す
ば
や
く
冷
蔵
廈
へ
入

れ
る
こ
と
。
摂
氏
5
度
以
下
に

な
る
と
細
薗
は
増
え
に
く
く
な

る
の
で
温
度
計
を
入
れ
て
、
5
　

度
以
下
に
保
つ
。

▽
台
所
を
清
潔
に

フ
キ
ン

ー
マ
ナ
板
は
、
て
い

ね
い
に
洗
い
、日
光
に
あ
て
る
。

家
庭
用
震
白
剤
(
塩
素
剤
)
を

使
う
な
ど
し
て

、
こ
ま
め
に
消

毒
す
る
。

▽
温
め
I
し
は
十
分
に

残
り
も
の
を
、
温
め
匱
す
と

き
は
、中
心
ま
で
ア
ツ
ア
ツ
に

。

中
途
半
端
は
危
険
で
す
。

※
ご
希
望
の
方
に
は
、
く
わ
し
い

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
無
料
で
配
布
し

て
い
ま
す

。

問
合
せ
先

足
立
保
健
所
(

魯
8
5
5
　
4
1
5
1
)

、
千
住
保
健
所
(
　
8
8
8
4
2
7
7
)

みんなの健康
足 立 保 健 所　855- 4151
千 住 保 健 所　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　896- 4004

東 和 保 健 相 談 所　606- 4171
中央 本町保健相談所　880- 5351

募
集
し
ま
す

わ
が
家
の

防
災
対
策

日
ご
ろ
か
ら
家
庭
で
地
震
の
発

生
に
備
え
、
ま
た
は
地
震
発
生
後

の
対
応
な
ど
を
翠
備
し
て
い
る
方

か
ら
「
我
が
冢
の
防
災
対
策
(
実

践
例
)
」
を
募
集
し
ま
す

。

応
募
資
格

区
内
在
住
・
在
勤
の

方
応
募
要
碩

▽
柳
字
詰
め
原
稿
用

紙
4

枚
以
内

▽
別
紙
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
を
記
入
し
同
封

応
募
期
限
6

月
3
0日
必
着

発
表

▽
直
接
本
人
に
通
知

▽

あ
だ
ち
広
報
8
月
2
5日
号
で
発

表
予
定

応
募
・
問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
災
害
対
策
課
(
〒
1
2
0中
央

本
町
1
1
1
7
-
1
　

凶
5
0
　
1
1
)

生
活
環
境

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
水
洗
化
可
能
地
域
お

よ
び
供
用
開
始
年
月
日
は
下
表

の
と
お
り
で
す
。

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
支

所
　
6
0
2
8
8
2
2

な
お
、
水
洗
化
工
事
費
用
の

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
中
央
本
町
庁
舎

・
計
画
調
整
課
助
成
係

瞋
5
n
乙
0
8

水洗化可能地域

縦
覧
し
て
い
ま
す

扇
一
丁
目
地
区
内

都
市
計
画
案

区
で
は
、
次
の
区
域
の
地
区

計
画
に
つ
い
て
都
市
計
画
(
案
)

を
縦
覧
し
ま
す
。

こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係
の

あ
る
方
は
、
縦
覧
期
間
中
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す

。

区
域

扇
一
丁
目
2
2番
地
内

縦
覧
期
間
6

月
5
日
～
1
9日

縦
賢
場
所
・
意
見
S

提
出
先
　

本
庁
舎
・
都
市
計
画
課

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
ま
ち
づ

く
り
課
事
業
第
一
係

8
8
2
1
1
1
1
㈹

掲
示
板

□
高
齢
者
の
た
め
の
実
践
セ
ミ

ナ
ー
〝
ビ
ル
清
掃
コ
ー
ス
〟

日
時
7
月
3
日
～
2
1
日
(
土
　

・
日
曜
日
を
除
く
1
5日
間
)

場
所

東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
協
会
(
丸
の
内
線
四
谷
3
　

丁
目
下
車
)

対
象

お
お
む
ね
5
7歳
以
上
で

講
習
後
、
就
業
す
る
意
志
の

あ
る
方

内
容

基
本
か
ら
中
級
程
度
の

清
掃
の
仕
方

定
員
2
0

人
(
選
考
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、氏
名
、年
齢
、
電
話
番
号

「
ビ
ル
清
掃
希
望
」と
明
記

申
込
期
限
6

月
1
5日
必
一

申
込
・
問
合
せ
先

労
働
経
済

局
高
齢
者
対
策
室
就
業
聞
発

課
(
〒
圈
-
8
1
千
代
田
区
丸

の
内
3
1
5
-
1
　
2
1
2
5
　
1
1
1

㈹
)

□
車
椅
子
利
用
の
方
を
紹
待

日
時
6

月
2
2日
(
木
)
、
午
後

6
時
3
0分
開
演

会
場

渋
谷
公
会
堂

対
象

車
椅
子
利
用
者

(
付
添
は
2
千
躇
円
I
B

席
)

内
容

由
紀
さ
お
り
・
安
田
祥

子

童
隅
コ
ン
サ
ー
ト

定
員
2
0

人
(
抽
選
)

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
期
限
6

月
1
5日
(

午
後

6
時
)

申
込
・
問
合
せ
先
黼
日
本
チ
　

ャ
リ
テ
ィ
協
会
啻
鈿
0
8
0
3

□
製
靴
技
能
講
座
(
甲
紙
型
コ

ー
ス
)
―
同
和
対
策
事
業
―

日
時
6

月
2
2・
2
3・
2
6・
2
7
　

・
2
9・
3
0日

、7
月
3
日
、

午
後
6
時
1
9

時
1
0分

受
講
料

無
料

申
込
日
6
月
り
一
・
1
3
日
、午
　

前
9
時
～
午
後
7
時

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

都

立
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門

校
台
東
分
校
(
都
・
産
業
労

働
会
館
内
)
　
8
7
6
2
9
6
1

□
足
立
北
郵
便
局
カ
ル
チ
ャ
ー

教
室
(
紙
粘
土
人
形
)

日
時
6
月
1
5
日
～
7
月
2
0
日
　

(
毎
週
木
曜
日
、延
べ
6
回
)
、

午
前
1
0
時
～
1
2
時

場
所

足
立
北
郵
便
局
(
2

階

会
議
室
)

定
員
2
5
人
(
抽
選
)

参
加
費

無
料
(
材
料
費
3
千

円
程
度
・
交
通
費
自
己
負

担
)

申
込
力
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
を
明
配

申
込
期
限
6

月
拍一
日
消
印

申
込
・
問
合
せ
先
足
立
北
郵
　

便
局
(
〒
1
2
1
竹
の
獗
3
-
9
―

1
2
0
　
8
8
4
1
0
3
1
)

□
第
3
1回
全
国
矯
正
展
(
全
国

刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売

会
)
の
開
催
に
つ
い
て

日
時
6
月
9
・
1
0
日
、午
前
　

9
時
3
0分
I
午
後
4
時
3
0分

場
所

科
学
技
術
館

申
込

問
合
せ
先

法
務
省
矯

正
局
作
業
驟

5
8
0
4
1
1
1
㈹

ひ

ろ
ば

※
先
番
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
カ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

★
足
立
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
ア
カ
デ
ミ
カ
「
第
8
回
定
期

演
奏
会
」6

月
H
日
百
)
午

後
1
時
3
0分
/
足
立
文
化
会
館

/
無
料
/
上
岡
　
8
8
6
3
2
9
4
(

夜
間
)

=
募

集
=

★
ダ
ン
ス

毎
週
木
曜
日
(
中

級
)
午
後
7
時
3
0分
か
ら
/
毎

週
日
曜
日
(
初
級
)
、午
後
7
時

か
ら
/
山
鉄
工
業
2
階
(
中
央

本
町
庁
舎
裏
)
/
入
会
金
千
円
、

月
額
3
千
円
/

鈴
木
　
8
9
6
2

★
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
(
ペ
ン
ギ
ン

ク
ラ
ブ
)

毎
週
水
曜
日
、午
前
1
0

時
3
0分
～
正
午
/
亀
有
信
用

金
庫
竹
の
塚
支
店
3
階
/
入
会

金
2
千
円
、
月
額
3
千
円
/

三

澤
　
8
5
3
3
1
1
7

★
中
国
語
会
話
(
足
立
中
国
語

研
究
会
)

毎
週
火
曜
日
、
午

後
7
時
～
9
時
/
北
千
住
駅
周

辺
/
入
会
金
千
円

、
月
額
3
千

円
/

前
沢
　
8
8
1
3
8
1
4

★
ジ
ャ
ズ
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

毎

週
月
・
木
曜
日
、午
前
1
0時
～
1
1

時
3
0分
/
太
陽
信
用
金
庫
千
住

支
店
/
入
会
金
2
千
円

、1
回

汕
円
/
平
山
　
8
4
8
4
6
3
6
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海
・
山
で
楽
し
く
遊
ぼ
う

夏
休
み
に
利
用
で
き
る
区
の
施
設

区
立
の
上
総
湊
健
康
学
一

お
よ
び
塩
原
林
聞

学
一

は
夏
休
み
期
間
中
、
区
民
の
皆
さ
ん
も
ご

利
用
で
き
ま
す
。

上

総

湊

健
康

学
園

千
葉
県
の
上
総
震
は
、
海
水
浴

や
釣
り
の
ほ
か
、
近
く
に
は
マ
ザ

ー
牧
壥
、鋸
山
、
霖

諡

枩

菌
富
津
岬
な
ど
が
あ
り
、
家
族
連

れ
で
楽
し
め
ま
す
。

利
用
期
間
7

月
2
1日
～
8
月
2
0

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

(
1
室
3
人
以
上

、2
泊
ま
で
)

利
用
料
金
(
1

泊
)

▽
使
用
料

・
:
大
人
千
窈
円
、
子
供
6
0
0円　

▽
禽
一
料
(
朗
・
夕
)
…
大
人

千
聊
円

、
子
供
瞋
円

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
、
代

贋
者
の
住
所

、
氏
名
、
一
話
番

号
、利
用
人
数
、宿
泊
数
、「
上
総

奏
健
康
学
園
希
望
」と
明
配
(
I
　

グ
ル
ー
プ
ー
枚
に
限
る
。抽
選
)

申
込
期
限
6

月
1
2日
消
印
有
効

※
公
開
抽
選
を
6
月
2
9日
(
木
)
、

午
後
―
睥
か
ら
本
庁
舎
7
階
会
鵬

室
で
行
い
ま
す

。

受
付

返
送
(
ガ
キ
に
指
定
し
た

日
時
、
場
所
で
番
号
順
に
受
け

付
け
ま
す

※
空
き
部
屋
の
あ
る

場
合
の
電
話
問
い
合

わ
せ
・
申
し
込
み
は
7

月
1
3
日
か
ら
で

す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　

本
庁
舎
・
保
健
紿

食
係
(
〒
1
2
0千
住

I
-
4
1
1
8
　
　

8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

上総湊健康学園

塩

原

林
間

学
園

塩
原
林
間
学
園
は
、ス
ポ
ー
ツ

、

音
楽
、
野
外
学
習
等
の
合
宿
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
適
し
た
施
設

で
す
。

利
用
期
間
7

月
2
1日
～
8
月
3
1
　

日
(

学
校
利
用
期
間
、
館
内
作

巣
日
を
除
く
)

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
を

代
表
と
し
た
2
人
以
上
の
グ
ル

ー
プ
(
未
威
年
者
の
み
で
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
)

利
用
料
金
(
1

泊
)

▽
使
用
料

…
大
人
千
嶌
円
、
子
供
崩
円
　

▽
食
事
料
・・・大
人
千
剳
円
、
子

供
瞋
円

。
屋
食
(
希
望
者
の
み
)

5
0
0円

申
込
力
法

往
復
(
ガ
キ
に

、
代

表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
利
用
人
数
、
宿
泊
数
、「
塩

原
林
間
学
園
希
望
」と
明
配
(
団

体
名
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
名

称
も
記
入

。1
団
体
1
枚
に
隕

る
。
抽
選
)

申
込
期
限
6

月
1
2日
消
印
有
効

※
団
体
、
一
班
利
用
の
公
開
抽
選

を
6
月
1
5日
(
木
)
、
午
後
1
時
か

ら
産
巣
振
興
館
2
階
小
ホ
ー
ル
で

行
い
ま
す
。

受
付

返
送
(
ガ
キ
に
指
定
し
た

日
時
、
場
所
で
了
月
初
旬
か
ら

番
号
順
に
受
け
付
け
(
4
0
人
以

上
の
社
会
教
育
団
体
優
先
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
校

外
学
園
佩
(
〒
1
2
0千
住
1
-
4
　
1

恫一
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹
)

塩原林間学園のアスレチック施設

情
報 コ ー ナ ー

6 月 の 安 売 り デ ー

< 東部区民福祉センター>

教室・グループ活動参加者募集
児童文化活動に関心のある方、楽し

く学 び合い ましょう。
□ 絵本 教室
日時6月24日から毎月第2・4土曜　
日、午前1( 爵～正午

対象 区内在住・在勤の方
内容 足立の昔話をもとに絵本を 制作
定員20 人
費用 無料
□ お かあさんの読書会
日時7 月1 日から毎月第1 土曜日。
午前1( 陦～正午
対象 区内在住・在勤の方
内容 絵本を中心とした子供の本
定員20 人
費用 無料
□ コーラスグループ
日時6 月11日から毎月第1 ・2 日曜

日、午前l a埓～正午
対象 区内在住・在勤の方
内容 童圜からポピ ュラ ーな歇まで練
習

定員20 人
費用 楽黼代等実費負担
□ たて笛クラブ
日時6月10日から毎月第2・4土瞳　
日、午後3時～4時30分

対象 観子。 子供は区内小学3 年生
内容 たて笛を練習しながら、観子で
音桑を楽し む

定員 親子10組
費用 楽幽代等実費負担
――いずれも――
申込方法 直接窓 口または電話
場所・申 込・閥 合せ先 東部区民福祉
センター　605 ―7101

加入しましょう
交通災害共済

交通災害共爵は2si で共月遭営す
る共済制度です。こ の制度は年齢制
限がなく、いつでも加 入でき ます。
加入できる方23 区内 に住所のある
方( 外田人も加入でき ます)

掛金1 年間I 口5aFI ( 1 人2 囗ま
で加入可l

対象となる事故 自動車、自 帳車、
電車、航空機、岨舶などの交 通機
関による人身事故( 外国での交通
亊故も含まれます)

見舞金1口あたり1万円～150万　
円( けがの租摩により異なります)

加入申 込先 区内の銅行、信用金庫、
信用岨合、区寡庁合・交通災害共
濱遡当( 郵 便局では取り扱つてい
ません)

膺合せ先 特攷』区交通災害共済担肖
882- 1 】n㈹

ガイドヘルパー募集
目の不自由な方に対し、外出の付

添いなどをする介助員( ガイドヘル
パー) を募集します。
資格　15 歳以上で主に平日昼間の
活動力tできる方　 視覚障害者の
福祉増進に熱意をもって活動でき
る方
※ 活動謝礼金あり。
申込・問合せ先 足立区社会福祉協
議会　888 ―1550(代)

地下駐車場を
開放しています
本庁舎(千住)の閉庁時

利用日時毎月第2・4土曜日、日　
躍日、祝日の午前9時～午後10時　　
( そのほかの土曜日は午後1時～　
10時)

収容台敵38 台( 大型車を除く)
料金1 回2 時 間400円( 30 分増すご
とに100円追加)

問合せ先( 財) まちづくり公社
870- 3611

初夏の香り

夏 花 品 評 会
区 内の花き農家が丹精こめて栽培

し た夏菊などおよそ200 点を展示し
ます。ぜひ、おこし ください。
また、観葉榲物の即充も行います。

日時　6月15日、午後1時～5時　　
6月16日、午前9時～午後1時

鳩所 産業振興館1 階ホール
問合せ先 中央本町庁舎・農産係

880- 5118

第23 回 区 展
芸術、文化を 愛する区民の作品発

表の妨として親し まれている足立区
展も23回を迎えました。
今年もR 匣の力作 が展yF されます
ので、お誘い合わせのうえ、ご鑑賞
ください。
日時　洋画・彫塑少年の部… 6月　
9日～14日　洋画・彫塑一般の　
部… 6月16日～211日　書遭少年　
の部・・・6月23日～28日魯道一般　
の部… 6月30日～7月7日

※ いずれも午前10時～午後6時( た
だし、毎週火曜日休館。7 月7 日は
午後1 時まで) 。
鳩所 西新井区民 ホール
問 合せ先 本庁舎・文化振 興係

882 ―1111( 代)

平成元年

工業統計調査
ポスター募集

工業統計調査の円滑な実施、なら
びにその趣旨の徹底、 音及を図るた
めに、広報用ポスタ ーを募集します。
応募作品の内容 製造業を営む事業
所の工業統計謌査への理解を深め、
その協刀が得られる内容のもの

癇梏等　 縦sr 、横42J >( A2 判)
4 色　 「通丿藹産業省」「工業樒

計髑査」【平瞋元年12月3】日」の艾
字を入れる

応募期限　6 月30 日消印有効
応募先 遜商産業 大臣官房篶xt c 黔
部工 業続計諏 〒100 千代田区 霞
ヶ関1 ―3 ―1

※ 入選し た方には 通商産業大臣等の
賞状をお溏しし ます。
問合せ先 通商産業大臣官房諷こ瓦
計留工業統 計課　501 ―1511　(
代) または区・中央冰町庁舎・

統計係　880 ―5033

婦人総合センターの講座

マ スコミのなかの女性
テレビ、新聞、雑誌など から送られ
てくる情報を、女性の目で 磴かめてみ
まし ょう。
日時6月28日～7月26日の毎週水曜　
日( 全5回) 、午後6時30分～8時30　
分

対霞 区内在住・在勤・在学 の女性
定員40 人( 抽選)
講師 山口正紀氏( 新聞配者)
内容　 マスコミの創り手 に　報遭に
見る女性像　 燐報の活用と点検　
マスコミの受け 手として

申込方法 往榎ハガキに住所、氏 名(フ

リガナ) 、年齢、職業、電話番号、希
望理由、「マスコミ受講希望」と明記

申込期限6 月12日必4
※ 子育て中の女性も安心して学べるよ
う、2歳以上、学齢前のお子さんの保育
をします。希望の方は、子供の氏名( フ
リガナ) 、生年月日、性別も記入してく
ださい。なお、お子さんといっしょにオ
リエンテーションを6月21日( 水) 、午
後6時30分～7時30分に行います。
場所・申込・問合せ先 婦人総合セン
タ ー 〒123 梅田7- 33- 1( エル・ソ
フ ィア内) 　880 ―5222

足立区職員研修所
公 開 講 座 自 治 体 大 学「法 学(前期)」

「足立区自治体大李 」は、区
民 の力と職員が司じ 場で自治
のあり力を考える毒座で す。
日時・内容 右衰のとおり
定 員50 人程肅( 抽選)
費用 無科
申込カ法 ハガキに住所、氏
名、年鵬、電話番号を朋記

申込期覯6 月12日消印有効
場所・申 込・岡 合せ先 足立
匹 職員研修所 〒12UK 嶺
2- 30- 6　602 ―8841

コミュニティの創造と自治体立法

時 間 い ず れ も 、 午 後6 時30 分 か ら8 降30 分

※ 後 期 は 事 例 研 究 を 中 心 に 、10 月 ご ろ を 予 定( 軻 途 募 集)

T. Y. 　240, 000


